
被災海域における種苗放流⽀援事業 【令和５年度予算概算要求額 699（699）百万円】

＜対策のポイント＞
被災地の⽔産資源の回復と漁業収⼊の向上を⽬指すため、被災県の種苗⽣産体制が整うまでの間、他海域からの種苗の導⼊等による放流種苗の確保、
震災によるサケの来遊数減少に対処した採卵⽤サケ親⿂の確保等を⽀援します。また、⾵評影響が⽣じるおそれがある地域における種苗⽣産・放流による資
源造成の取組を妨げることのないよう、漁獲物を安定的に⽣産・供給するため、岩⼿県から茨城県における種苗確保の取組を⽀援します。

＜政策⽬標＞
我が国⽔産業において重要な位置を占める被災地の⽔産業の早期復興

＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

1. 被災海域における種苗放流⽀援事業
東⽇本⼤震災により、ヒラメ、アワビ等の放流⽤種苗を⽣産している各県の種苗
⽣産施設が壊滅的被害を受けたことから、被災県の種苗⽣産体制が整うまでの間、
他海域の種苗⽣産施設等からの種苗の導⼊等による放流種苗の確保に対して⽀
援します。

資源の全てがふ化放流事業によって造成されているサケについては、平成23年春
に放流予定の稚⿂の⼤半が津波に流され、その後も必要数の放流ができなかったこ
とにより漁獲数が減少しています。このため、被災県の種苗⽣産体制が整うまでの間、
震災によるサケの来遊数減少に対処した採卵⽤サケ親⿂の確保等に対して⽀援
します。

⾵評影響が⽣じるおそれがある地域における種苗⽣産・放流による資源造成の
取組を妨げることのないよう、また、漁獲物を安定的に⽣産・供給するため、岩⼿
県から茨城県における種苗確保の取組を⽀援します。

［お問い合わせ先］⽔産庁栽培養殖課（03-6744-2385)

2/3＜事業の流れ＞

国 県

〈放流種苗の確保〉

〈採卵⽤サケ親⿂の確保〉

採卵遡上する親サケの確保

他海域から導⼊した種苗の放流
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